
USB 3.2 PHY 

自動テストソリューション

QPHY-USB3.2-TX-RX
USB32BUS D
WavePulser 40iX

主な機能と特徴

QualiPHYテスト・オートメーションに

より、USB 3.2 "Gold Suite" PHYコ

ンプライアンス・テストを迅速かつ容易

に実施

各種ジェネレータを使用したトランス

ミッタ・テスト

プロトコル対応アンリツ製 MP1900A 

BERTによるレシーバ・テスト

接続図により、初めてでも正しいセット

アップが可能 

Q u a l i P H Y レ ポ ー ト 作 成 機 能 に よ

り、USB-IF承認の包括的なレポートを

作成可能

強力で柔軟なPHYおよびPHY-Logic

ツールにより、障害に対する比類ない

洞察を提供

すべてのコネクタタイプのUSB-IF認定

フィクスチャ、およびサードパーティの

フィクスチャとDUTコントローラをサ

ポート

"Gold Suite" コンプライアン

ス・テスト

QPHY-USB3.2-TX-RX は、USB　3.2 

コンプライアンス・テストを迅速かつ

容易に提供します。トランスミッタ（Tx）

、LFPS、LBPM/SCDのテストは、費用対

効果の高い様々なLFPSジェネレーター

を用いて行われます。レシーバ（Rx）のス

トレス信号の校正、BER、JTOLテストは、

アンリツ製MP1900A USB 3.2プロト

コル対応BERTを使用して自動化されま

す。QualiPHYは、MOI（Method of 

Implementation）テストに沿ってユー

ザーをガイドし、完了するとUSB-IF認定

の合格/不合格のコンプライアンス・テス

ト・レポートを提供します。

最高のSIツールボックス

「SigTest」または「テレダイン・レクロイ

　SDAIIIシリアル・データ解析機能」で、

コンプライアンスとSIのテストを簡単に

切り替えることができます。SDAIIIを使

用してシステム損失やイコライザ効果を

さらに評価し、WavePulser 40iXを使用

してUSB 3.2システムコンポーネントの

チャンネルおよびケーブルを独自に測定

することができます。

PHY-Logicとサイドバンドのデバ

ッグが可能

USB32BUS D（デコードソフトウェア）と

USB ProtoSync（プロトコル解析ソフト

ウェア）を用いてPHYロジックをデバッグ

することができます。USB-PD TDMPお

よびDP-AUX DMPのトリガ、デコード、

計測/グラフ、物理層試験ソフトウェアで

USB-C®の相互運用性の問題をデバッ

グできます。

2011年に初のUSB-IFの「Gold Suite」になって以来、テレダイン・レクロイ

はUSB 3.2 Tx/Rx 「Gold Suite」コンプライアンス・テスト、最も詳細なUSB 

3.2 signal integrity（SI）ツールボックス、比類のないPHYロジックおよび

サイドバンドデバッグを含むすべての最新のUSB Type-C®技術において

信頼できるリーダーであり続けています。
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テストセットアップ 

Tx セットアップ・メニューでは、DUT タイプ、実施テスト項目、コネク

タ・タイプ、解析方法、およびコンプライアンスパターンシーケンスに

使用するジェネレーターを選択できます。アンリツ製MP1900A、テ

レダイン・テスト・ツールT3AFG、Wilder-Tech DUTC（Altモードデ

バイスのDisplayPort™ over USB-Cソース試験にも使用可能）など

のジェネレータがサポートされています。 

接続図

セットアップメニューで選択したUSBコネクタタイプとLFPSジェネレ

ータの組み合わせ全てをサポートする接続図が用意されています。

USB 3.2 Tx コンプライアンス・テスト

QPHY-USB3.2-TX-RX ソフトウェアは、以下のテストを自動化しま

す。

• 強化されたSuperspeed CTS

 –  TD 1.1 - Low Frequency Periodic Signaling TX Test

  (Low Power LFPS TX ECNを含む）。

 –  TD 1.3 - Transmitted Eye Test at 5 GT/s

 –  TD 1.4 - Transmitted Eye Test at 10 GT/s

 –  TD.1.5 - Trasmit Equalization Test at 10 GT/s

 –  TD 1.6 - Transmitted SSC Profile Test at 5 GT/s

 –  TD 1.7 - Transmitted SSC Profile Test at 10 GT/s

• USB 3.2 Draft CTS 

 - USB 3.2 LFPS TX (SCD/LBPM)

Test Selectorメニューからテストを選択し、Startボタンを押し、プロ

ンプトが表示されたらフィクスチャをDUTに差し込みます。テストが

実行されUSB-IF承認のレポートが自動で作成されます。

QPHY-USB3.2-TX-RXは、USB3.2 PHYのコンプライアンス・テスト仕様に記載されたテストを完全に自動化す

ることができます。コンプライアンス・パターン・シーケンスには、さまざまな低コストなLFPS（Low Frequency 

Periodic Signaling）テスト・ジェネレータを使用でき、サードパーティのAUXコントローラでもUSB 3.2 Txと

DisplayPort over USB-C Sourceの両方のテストに使用することが可能です。QPHYは、簡易セットアップと接続

図の表示により、容易にテストできるようにガイドします。テストを完了すると、USB-IF承認のコンプライアンス・レ

ポートが作成されます。

USB 3.2トランスミッタ・テスト

USB 3.2 Tx セットアップメニュー

T3AFGジェネレータを使用した接続図
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USB 3.2トランスミッタ・テスト

高度な解析と信号の統合デバッグ
QPHY-USB3.2-TX-RXでは、信号品質の解析にインテルの「SigTest」またはテレダイン・レクロイの「SDAIIIシリアル・データ

解析機能」を選択することができます。USB-IFがコンプライアンス・テストに使用するSigTestは、オシロスコープの波形を解析

し、Pass/Failの結果を提供します。SDAIIIでは、マルチレーン・シリアルデータ・バンドル・ソフトウェアSDAIII-CompleteLinQ

を使用して、SIの問題をさらにデバッグすることが可能です。例えば、Txピンからレシーバイコライズ後のレシーバ信号までの

信号経路を解析したり、ジッタ成分を分解してSI障害の根本原因を探ったりすることができます。また、WavePulser 40iXイン

ターコネクトアナライザは、物理チャネルの特性評価や、USB-IFコンプライアンス試験に使用するワーストケースモデルとの比

較に使用することも可能です。 

フレキシブルなTxオートメーション・ソフトウェア
QualiPHY Setupメニューは、迅速で簡易なテスト・セットアップを提供します。バリアブルな設定メニューは、テストのカスタマ

イズやより高度な自動化のためのユーザインタフェースを提供します。次の変数が設定が可能です。

• テストするデバイスの種類とデータレート

• コネクタ・タイプUSB Type-C、Standard-A、Micro-B

• テレダイン・レクロイ SDAIII または SigTest 解析手法（SigTest バージョン管理機能付き）

• ジェネレータ：T3AFG 200/350/500, DUTC 150/250, アンリツ MP1900A, PeRT3 (Eagle/Phoenix), ユーザ制

御型

• ライブまたは保存された波形の解析

• テスト後に一時停止して結果を確認したり、設定を保存してさらに解析することができます。 

• CTLEおよびS-パラメータのエンベッド／デエンベッドの設定をカスタマイズする。

• 標準またはローパワーLFPS測定限界に対するテスト 

• ホスト・プログラム・コントロールは、より高度なオートメーションのためのリモート・インタフェースを提供します。

「SigTest」または「SDA-III」を利用可能 TxからRx-EQまでの信号の特性評価 システムジッタの発生源の特定

USBおよびDisplayPort over USB-Cに準拠
QualiPHYソフトウェアは、すべてのコンプライアンス・テスト

仕様（CTS）から選択でき、単一の理解しやすいユーザインタ

フェースと最速の試験実行を提供します。

• USB 2.0HS/FS/LS

• USB 2.0Gen1/Gen2 (5 Gb/s and 10 Gb/s)

• USB4 & Thunderbolt 3/4 

 - USB4：Gen2/Gen3（10Gb/sおよび20Gb/s） 

 - Thunderbolt 3/4:Gen2/Gen3  

 (10.3125 Gb/s and 20.625 Gb/s)

• USB-C経由でDisplayPort 1.4/2.0ソース/シンクテスト 

詳細については、各QualiPHYのデータシートを参照してくだ

さい。 

QualiPHY USBコンプライアンス・セレクション
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USB 3.2レシーバーテスト

QPHY-USB3.2-TX-RX は、MX183000A USB リンク・トレーニング・オプションを設定したアンリツ 

MP1900A SQA BERT を使用して、受信ストレス信号の校正と BER テストを完全に自動化することがで

きます。Txテストと同様に、QualiPHYはCTS指定の校正とBERテストの手順を接続図を使ってユーザを

ガイドします。テストを完了すると、USB-IF承認のコンプライアンス・レポートが作成されます。 

また、MP1900AのJTOLオプションにより、ジッタマージン・テストを行うことも可能です。

シンク・ストレスシグナル校正

Rxの校正は、アンリツMP1900A BERTでストレス信号のパラメータを調整し、オシロスコープで測定することにより、完全に自動化されて

います。全チャンネルの挿入損失（IL）は、USB Type-C、Standard-A、またはMicro-BのUSB-IF標準校正キットを使用して校正する必要があ

ります。校正に使用する接続図は、選択したコネクタ・タイプによって決まります。 

USB 3.2 Rx コンプライアンス・テスト

以下の LFPS Rx および Rx JTOL テストが自動化されています。

• Enhanced Superspeed CTS：

- TD 1.2 - 低周波信号のRXテスト 

 (MP1900AまたはT3AFG使用時)

- TD 1.8 - 5 GT/sでのレシーバ・ジッタ許容値  

 USB Type-Aまたはmicro-Bコネクタ使用

- TD 1.9 - レシーバ・ジッタトレーランス・テスト 5 GT/s  

 USB Type-Cコネクター上

 - TD.1.10 - 10GT/sでのレシーバ・ジッタトラレンス・テスト

ロングチャンネル校正

ロングチャンネル・ストレス信号の校正パラメータ

は以下の通りです。

• 校正ISIチャンネル (ISI)

• 最終の EyeHeight と EyeWidth（EH/EW）

USB 3.2ロングチャンネルRX校正

USB 3.2ショートチャンネルRX校正

ショートチャンネル校正

ショートチャンネル・ストレス信号のパラメータは以

下の通りです。

• スイングとディエンファシス

• ランダムジッタ (Rj)

• 正弦波ジッタ (Sj)
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USB 3.2レシーバーテスト

BERテスト

校正が完了したら、校正されたストレス信号をMP1900A

の S S G 出 力 か ら D U T の R X 入 力 に 、 D U T の T X を

MP1900Aエラー検出器に接続してBERをテストする。そ

の後、QualiPHYは、アンリツMX13000Aリンクトレーニ

ングソフトウェアを使用してループバックネゴシエーション

とBER JTOLテストを自動化します。すべてのテストが実

行されると、USB-IF承認のコンプライアンスレポートが作

成されます。

柔軟なRxオートメーション・ソフトウェア

柔軟に編集可能な設定メニューは、テストのカスタマイズ

やより高度な自動化のためのユーザインターフェースを

提供します。次の変数が設定が可能です。

• テストするデバイスの種類とデータレート

• コネクタ・タイプUSB：Type-C、標準A、Micro-B

• RXテストに使用する機器： 

MP1900A（全テスト）、PeRT3（Eagle/Phoenix - 

USB 3.1 Rxテストのみ）、またはT3AFG（LFPS Rx

テストのみ）

• ループバック最大リトライ回数

• 最大エラー数で継続または停止

• テストするSJ周波数

• TOLテスト時間

QualiPHY

QualiPHYは、高速シリアル・バスのコンプライアンス・テ

ストに関する特別な知識が無くても、誰でも短時間に試験

ができるソフトウェアです。

• 各テスト設定ごとにユーザに手順をガイド

• 関連するテスト手順に従って各測定を実行

• 該当する仕様リミット値と各計測値を比較

• 全ての結果を完全にドキュメント化

• QualiPHYはユーザが毎回正しい方法でテストを実施

できるようにサポートします！

コンプライアンス・レ
ポートは関連する全
てのテストされた値、
仕様リミット値および
スクリーンキャプチ
ャを含みます。コンプ
ライアンス・レポート
は、HTML、PDF、また
はXML形式で作成で
きます 

USB 3.2 Rx セットアップメニュー
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USB TYPE-C サイドバンドとPHY-LOGICのデバッグ                                                                  

USB 3.2 Tx/Rxのコンプライアンス・テスト以外にも、USB Type-Cの相互運用性の問題の多くは、デバイス間の

PHY Logic・リンク・トレーニングまたはUSB Type-Cサイドバンド・ネゴシエーションの問題から生じています。 

DisplayPort over USB-Cは、USB 3.2リンクが2レーンのDisplayPortとUSB Type-Cコネクタを共有し、ケーブル

全体で最大240Wの電力を供給できるため、さらに複雑なレイヤーを追加しています。テレダイン・レクロイはPower 

Delivery、Alt Mode、およびUSB PHY-logicのテストに独自の機能を提供します。

USB Type-CのサイドバンドとAlt Modeの

デバッグ

USB-PD TDMP (Trigger, Decode, Measure/Graph, 

and Physical Layer) は、USB-PDパケットに対してトリ

ガとデコードを行う機能です。USB-PDの電力ネゴシエー

ションは、2つのUSB Type-Cデバイスを接続したときに

最初にネゴシエートされるものです。DisplayPortの「Alt 

Mode」は、DP-AUXのDMP（Decode, Measurement/

Graph, and Physical Layer）を使ってデコードし、タ

イミング問題をデバッグすることができます。USB-PD 

TDMP、DP-AUX DMPともに物理層の測定も可能で、各

サイドバンド信号が仕様に適合しているかどうかの検証に

も利用することができます。

USB 3.2 PHY-logicデコード

USB32BUS D PHY-logicデコードオプションは、デコード

したプロトコル情報をUSB3.2物理層波形の上にオーバー

レイ表示と表形式で提供します。これにより、オシロスコー

プでプロトコルのトラフィックを確認し、リンクが確立して

いて正常に動作していることを検証することができます。

USB 3.2プロトコル解析

ProtoSyncソフトウェアは、オシロスコープのデコーダと

USB Protocol Software Suiteの間で「リンク解析」を

行い、リンクアップの問題をさらにデバッグすることがで

きます。オシロスコープでプロトコル・トラフィックを見る

と、USB 3.2プロトコル・スタックの物理層、PHY Logic層、

リンク層にシームレスに移行できるため、物理層に関連す

る可能性のあるプロトコル問題をでデバッグすることが可

能です。 
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完全なUSB 3.2テストソリューション                                              

テレダイン・レクロイ高性能オシロスコープ

テレダイン・レクロイのオシロスコープ・ファミリーは、USB 3.2コンプライアンス・テストを

サポートするモデルは2種類あります。

-   LabMaster 10 Zi-A (20 GHz - 65 GHz帯域幅モデル)：マルチレーン同時測定用

-  SDA 8 Zi-B (8 GHz - 30 GHz帯域幅モデル)：シングルレーン測定用

アンリツ MP1900A シグナルクオリティアナライザ-R 

MP1900Aは、高速デバイスの研究開発およびコンプライアンス試験向けのBERテストソリュ

ーションです。MP1900Aは、2.4Gb/sから32.1Gb/sまでの高精度なストレス信号発生を

最小の固有ジッタで発生し、高再現性のジッタおよびノイズ耐性テストに対応します。

WavePulser 40iX 高速インターコネクト・アナライザ 

WavePulser 40iXは高速ハードウェア設計者およびテスト・エンジニアにとって理想的な

単一測定ツールです。Sパラメータ（周波数領域）とインピーダンスプロファイル（時間領域）を

1回で測定でき、豊富なツールボックスにより、高速インターコネクトの特性評価において比類

ない洞察をもたらします。

USB 3.2 PHYテストフィクスチャとジェネレータ

QPHY-USB3.2-TX-RXは、USB-IF認定だけでなく、様々なサードパーティのテストフィクスチ

ャやジェネレータをサポートしています。

製品 連絡先
USB-IF 公式 USB 3.2 Type-C Tx/Rx フィクスチャキット wilder-tech.com

USB-IF公式 USB 3.2 Type-A/Micro-B Tx/Rx Fixture Kit usb.org/estore

USB Type-C TPAフィクスチャー（Txのみ）、DUTC Type-C

およびDP AUXコントローラー付き

wilder-tech.com

USB Type-C TPAフィクスチャー（Txのみ） en.luxshare-ict.com

テレダイン・レクロイ T3AFG LFPSジェネレータ teledynelecroy.com

USB 3.2、USB4™、サイドバンドプロトコルアナライザ

USB3.2とUSB4、そしてType-Cコネクタの登場は、電源、データ、表示にこのユニバーサル・

インターフェースを利用できるようになった家電製品に、かつてない性能の新時代をもたらし

ます。今後10年間の主要な高性能インターコネクトとして、開発者はUSB 3.2/USB4に関する

専門知識を高めています。エンジニアリング・バリデーションからコンプライアンス・テストま

で、次世代USBシステムの製品互換性を確保するために、テレダイン・レクロイの専門家にお

任せください。

teledynelecroy.com/protocolanalyzer/usb
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Anritsu MP1900A BERT コンフィギュレーション 
 (USB 3.2 Rx テストに必要)
シグナルクオリティアナライザ MP1900A
21G/32G bit/s PPG  
1ch データ出力、10Tap Emphasis

MU195020A 
Opt.010, 011

21G/32G bit/s ED  
1ch ED, 1ch CTLE, クロックリカバリ

MU195040A  
Opt.010, 011, 022

ノイズジェネレータ MU195050A*
12.5GHz 4ポートシンセサイザ MU181000B
ジッタモジュレーションソース MU181500B
ジッタ耐性テスト MX183000A-PL001
USBリンクトレーニング MX183000A-PL022
マイクロサーキット社製63dBプログ
ラマブルアッテネータTD1.2 (LFPS 
Rxテスト)

RC4DAT-6G-60

* Pick Off Tee J1510A（2個）を使用する場合は不要です

詳細はMP1900Aデータシートをご覧ください。

製品の説明 製品型式
USB 3.2 PHYコンプライアンス・テスト・ソフトウェアの必須オプション
QualiPHY対応USB3.2 TX-RXソフトウェア・オプション QPHY-USB3.2-TX-RX
LabMaster 10 Zi-A または SDA 8 Zi-B 用 USB 3.2 デコード・ソフトウェア  
(USB 3.2 SCD/LBPM テストに必要、PHY Logicデバッグに推奨)

LM10ZI-USB32BUS D,  
WM8ZI-USB32BUS D

USB 3.2オシロスコープの必須オプション
シリアルデータ解析バンドル - マルチレーンSDA LinQフレームワーク、EyeDrII & VirtualProbeによるアイ、ジッ
タ、ノイズ、クロストーク測定（LINKQおよび-VIRTUALPROBE必須オプションが含まれます）

LM10Zi-SDAIII-COMPLETELINQ 
または SDA10Zi-COMPLETELINQ 

WM8Zi-SDAIII-COMPLETELINQ  
または SDA8Zi-COMPLETELINQ

推奨オプション（その他のUSB Type-Cコンプライアンス・テストやPHY-Logicデバッグ用）
QualiPHY対応USB4トランスミッタ/レシーバ・コンプライアンス・ソフトウェア・オプション QPHY-USB4-TX-RX
QualiPHY対応 USB 1.0/1.1/2.0 コンプライアンス・ソフトウェア・オプション QPHY-USB
QualiPHY対応DisplayPort 2.0 コンプライアンス・テスト・オプション（ソーステスト）（QPHY-DP14-SOURCE含む） QPHY-DP20-SOURCE
QualiPHY対応DisplayPort 2.0 コンプライアンス・テスト・オプション（シンクテスト） QPHY-DP20-SINK
LabMaster 10 Zi-A用USB PD トリガ／デコード／計測・グラフ／物理層試験オプション LM10ZI-USBPD TDMP
SDA8Zi-B用USB PD トリガ／デコード／計測・グラフ／物理層試験オプション WM8ZI-USBPD TDMP
LabMaster 10 Zi-A または SDA 8 Zi-B 用の DisplayPort AUX デコード／計測・グラフ／物理層試験オプション LM10ZI-DPAUX DMP  

WM8ZI-DPAUX DMP
詳しくは、各ソフトウェアオプションのデータシートをご覧ください

推奨プローブ（PHY-Logicデバッグ用）
SDA 8 Zi-B 用 8 GHz - 20 GHz 差動プローブ（1テストレーンにつき1個） DH08/13/16/20-PL、DH-SI 

またはDH-SI-HSチップ
LabMaster 10 Zi-A用25 GHz - 30 GHz差動プローブ（各テストレーンにつき1個） DH25/30-2.92MM、DH-SI 

またはDH-SI-HSチップ
詳細はDHシリーズプローブのデータシートをご覧ください

WavePulser 40iX 高速インタコネクト・アナライザ（ケーブルディエンベッドとシンクチャネル校正に必要です。）
高速インタコネクト・アナライザ、4ポート、Sパラメータ DC-40 GHz、空間分解能 <1 mm、内部校正、位相整合ケ

ーブル4本

WavePulser-40iX

オプションとアクセサリについては、WavePulser 40iXのデータシートを参照してください

オーダー情報

オシロスコープ　LabMaster 10Zi-AまたはWaveMaster 
8Zi-B （USB 3.2 TxおよびRxのテストに必要）

LabMaster 10 Zi-A SDA 8 Zi-B

LabMaster 10 Zi-A MCM MCM Zi-A –
QPHY-USB3.2-TX-RXでサポ
ート

LM 10-20Zi-A 〜
LM 10-65Zi-A

SDA 808Zi-B 〜 
SDA 830Zi-B

USB 3.2 Gen1 (5 Gb/s)  
Minimum BW

8 GHz、40 GS/s時

USB 3.2 Gen2 (10 Gb/s) 
Minimum BW

16 GHz、80 GS/s時

詳細はオシロスコープのデータシートをご覧ください。
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